
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 24 日（火）に「女性学級」社会見学を実施しました。今年は、萩市方面に向かい、まずは「萩明

倫学舎」の見学、ボランティアの方が館内を丁寧に案内してくださいました。毛利輝元が萩城を築城した

頃から明治維新に至るまでわかりやすく学ぶことができました。特に幕末から明治にかけて、幕末の 10年

間を幕末維新、明治から10年間を明治維新ということもわかりました。８年前までは明倫小学校として実

際に使われていたようで、その木造建築は重厚感の中にも歴史をも感じさせるものでした。 

その後、萩博物館に向かい、そこのレストランで昼食を摂りました。「萩三旬丼」は長州藩毛利家の家紋

をイメージ化した配膳が特徴だそうです。とてもおいしくいただきました。昼食を摂った後、天候にも恵

まれたこともあり、多くの参加者の皆さんが昼食後のデザートとしてソフトクリームを注文して食されて

いました。お腹が満たされた後は、萩博物館の職員の方による説明を受けた後、自由観覧となり各々が楽

しく観て回っていました。 

最後は、道の駅「萩しーまーと」に立ち寄り、海産物などのお土産を買いました。好天に恵まれ、参加

者の皆さんが体調不良になったり、トラブルに巻き込まれたりすることなく全員が元気に帰防できたこと

が何よりでした。参加された皆さんお疲れさまでした。 

 

 

 

 

第２５８号 

令和５年１２月１日発行 

防府市大字富海1203番地の1 

富 海 公 民 館 

電話 34-0001 

34-0034 

富海地域の概況 

人口 １，７５０人 (－８) 

男      ８００人 (－４) 

女    ９５０人 (－４) 

世帯数 ９４０世帯 (－３) 

令和５年１０月末現在 
富海(12 月) 

10月 26日(木)に「富海をホタルの里にする会（会長 相本勲）」の下、富海小中学校小学部の３年生と

4年生のご協力で「ホタルの幼虫の放流」が行われました。脇地区の新川の草地まで降りて児童たちは「富

海をホタルの里にする会」の人たちからホタルの幼虫をトレーに入れてもらい何度も放流していました。

児童たちは「大きくなってね」と言いながら貴重な体験をすることができ喜んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
楽しい昼食！ 萩博物館 萩明倫学舎 

   
放流中 大きくなってね！ 元気でね！ 


